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昭
　
和
　
4
5
　
年
　
２
　
月
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
出
奈
良
国
立
文
レ
し
イ
財
研
究
所
　
こ
の
概
報
は
さ
き
に
公
刊
し
た
「
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
木
簡
概
報
六
」
　
（
昭
和
四
十
四
年
三
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
お
よ
び
奈
良
バ
イ
パ
ス
路
線
敷
地
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
そ
の
主
要
な
も
の
を
収
録
し
た
。
平
城
宮
跡
内
で
は
第
２
次
朝
堂
院
の
東
北
に
接
す
る
第
3
5
次
調
査
区
域
か
ら
陰
陽
寮
に
関
連
す
る
木
簡
が
出
土
し
、
又
奈
良
バ
イ
パ
ス
路
線
敷
地
の
調
査
は
第
5
5
・
5
6
・
5
7
次
調
査
と
し
て
行
な
わ
れ
、
二
条
の
溝
よ
り
木
簡
が
検
出
さ
れ
た
。
総
計
二
〇
三
余
点
て
あ
る
。
一
、
不
簡
出
土
の
地
点
と
状
況
　
第
3
5
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ｅ
　
･
　
　
　
６
Ａ
Ａ
Ｆ
図
）
　
こ
の
調
査
は
第
２
次
朝
堂
院
・
大
極
殿
東
外
郭
大
垣
の
部
分
で
行
っ
た
。
調
査
区
は
外
郭
大
垣
の
内
方
と
そ
の
外
方
と
の
部
分
に
わ
か
れ
る
。
外
郭
大
垣
は
大
極
殿
回
廊
東
南
隅
か
ら
東
へ
延
び
、
さ
ら
に
北
に
直
角
に
折
れ
第
3
3
次
調
査
で
検
出
し
た
内
裏
外
郭
築
地
に
と
り
つ
く
。
こ
の
結
果
、
大
極
殿
外
郭
大
垣
は
東
西
約
3
0
0
尺
、
南
北
約
3
3
0
尺
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
南
面
大
垣
の
中
央
に
は
門
　
（
ｍ
ｍ
心
ぃ
つ
Ｊ
）
が
あ
り
、
そ
の
内
方
に
礎
石
建
物
（
ｍ
ｔ
心
Ｘ
ｏ
ｏ
　
）
　
を
検
出
し
た
。
東
楼
と
推
定
さ
れ
る
。
東
面
大
垣
の
内
側
に
は
建
物
を
撤
去
し
た
際
の
平
瓦
」
丸
瓦
4
0
0
枚
以
上
、
軒
平
・
丸
瓦
｝
『
ｏ
ｏ
点
が
並
置
さ
れ
て
い
た
。
　
外
郭
大
垣
の
外
方
は
Ｌ
段
低
く
な
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
門
に
続
く
道
路
・
井
戸
’
東
面
大
垣
の
外
方
に
集
中
す
る
堀
立
柱
建
物
・
柵
な
ど
で
あ
る
。
　
木
簡
は
南
面
大
垣
の
南
側
に
あ
る
井
戸
の
周
辺
に
点
在
す
る
小
土
拡
　
（
Ｓ
　
Ｋ
　
４
　
４
　
５
　
３
）
及
び
そ
の
上
部
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
・
木
簡
は
陰
陽
寮
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
平
安
宮
大
内
裏
図
に
み
え
る
陰
陽
寮
の
位
置
関
係
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
　
第
5
5
」
5
6
・
5
7
次
調
査
（
？
浙
岡
山
区
）
　
第
5
5
・
5
6
∴
び
次
発
掘
調
査
は
国
道
2
4
号
線
バ
イ
パ
ス
　
（
通
称
奈
良
バ
イ
パ
ス
）
建
設
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
路
線
敷
地
内
の
Ｔ
部
、
平
城
京
左
京
一
条
三
坊
の
東
北
部
と
東
三
坊
大
路
で
行
な
っ
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
古
墳
二
基
と
奈
良
・
平
安
時
代
の
建
物
・
柵
・
溝
・
井
戸
お
よ
び
庭
園
跡
等
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
次
の
二
条
の
溝
で
あ
る
。
　
溝
出
口
４
８
　
５
は
5
5
次
お
よ
び
5
6
次
発
掘
調
査
区
域
に
ま
た
が
-１
っ
て
検
出
さ
れ
、
奈
良
時
代
初
頭
か
ら
後
半
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
溝
は
第
5
5
次
発
掘
調
査
区
域
で
は
西
か
ら
東
へ
流
れ
た
も
の
が
途
中
で
南
へ
ま
が
り
、
第
卵
次
発
掘
調
査
区
域
で
平
塚
２
号
墳
の
濠
に
な
が
れ
こ
ん
で
い
る
。
出
土
木
簡
　
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
前
半
の
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
は
三
坊
大
路
が
平
安
時
代
に
は
い
っ
て
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
の
中
で
、
も
っ
と
も
古
い
年
号
は
和
銅
六
年
で
あ
る
。
ま
た
墨
　
　
二
、
木
簡
の
形
態
分
類
書
土
器
に
は
「
尼
家
」
　
「
口
由
加
和
銅
口
口
正
月
十
三
日
」
と
記
し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
　
溝
切
口
Ｘ
Ｘ
Ｏ
は
第
5
7
次
発
掘
調
査
区
域
で
検
出
さ
れ
た
東
三
坊
大
路
の
東
側
溝
で
、
九
世
紀
前
半
に
改
修
さ
れ
、
そ
の
後
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
三
層
の
堆
積
が
あ
る
。
木
簡
は
最
下
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
　
顕
著
な
木
簡
と
し
て
は
道
路
わ
き
に
た
て
た
と
思
わ
れ
る
牛
・
馬
を
さ
が
し
た
告
知
板
が
４
点
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
１
点
は
天
長
５
年
の
年
号
を
も
つ
。
他
の
遺
物
と
し
て
は
日
常
什
器
に
緑
粕
や
灰
和
を
ほ
ど
こ
し
た
陶
器
・
銅
銭
・
木
器
」
漆
器
金
属
器
等
が
多
量
に
出
土
し
た
。
日
常
什
器
に
施
粕
し
た
も
の
は
十
世
紀
初
め
に
始
ま
り
中
葉
以
降
隆
盛
し
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
出
土
で
九
世
紀
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
生
じ
た
。
ま
た
銅
銭
は
皇
朝
十
二
銭
の
う
ち
乾
元
大
宝
を
の
ぞ
く
他
の
十
一
種
す
べ
て
が
出
土
し
、
計
六
百
余
点
に
の
ぼ
っ
た
。
(恥
○
Ｑ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
(乃
○
(乃
○
｝
｝
型
式
｝
ひ
型
式
｝
口
型
式
に
｝
型
式
に
に
型
式
ｗ
｝
型
式
短
冊
形
短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。
短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
小
型
矩
形
の
も
の
２－
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。
一
長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も
の
。
Ｘ
Ｏ
∝
に
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
　
　
　
　
　
　
　
い
れ
た
も
の
。
ら
ｏ
い
い
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
　
　
　
　
　
　
　
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
Ｘ
Ｏ
心
匠
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
　
　
　
　
　
　
　
不
明
の
も
の
。
の
Ｏ
Ｊ
｝
型
式
Ｘ
Ｏ
Ｊ
四
型
式
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
″
長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
他
端
の
形
態
が
不
明
の
も
の
。
Ｘ
Ｏ
の
｝
型
式
　
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
Ｘ
Ｏ
の
ぃ
型
式
　
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
っ
と
推
定
さ
れ
る
木
製
　
　
　
　
　
　
　
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
が
判
　
　
　
　
　
　
　
然
と
し
な
い
も
の
。
ぶ
Ｏ
Ｊ
｝
型
式
　
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
　
　
　
　
　
　
　
し
な
い
も
の
。
Ｘ
Ｏ
口
｝
型
式
　
　
削
屑
三
、
凡
例
　
以
下
、
出
土
遺
構
ご
と
に
本
文
を
掲
げ
る
。
各
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
配
列
は
用
途
別
に
記
載
し
、
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
・
数
字
）
　
つ
ぎ
の
段
に
形
式
分
類
記
号
　
（
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
、
３
ケ
ク
で
表
わ
す
）
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
。
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